
 「外国人留学生増加目標未達成 国立大学、外国人教員比率も」 

 

 2020年までに国立大学の大学院、学部を合わせた外国人留学生比率を 10％、外国人教員

比率を 6.4％まで増やす―。国立大学協会が 11 年前に定めた目標が昨年も達成できていな

い現状が、同協会の調査で明らかになった。「2020年までに５％」という海外への日本人留

学生比率目標は、2017～2019 年にいったん達成している。しかし、新型コロナウイルス感

染が拡大した 2020 年、2021 年に０％近くまで急落し、2022 年５月時点でも目標値まで回

復していない実態も明らかになった。 

 

 国立大学協会が３月８日に公表した「『国立大学における教育の国際化の更なる推進につ

いて』 第 11 回フォローアップ調査結果」は、86 の国立大学に対し、アンケートという調

査法で昨年 12 月から今年１月にかけて実施された。同協会が 2013 年３月に公表した文書

で目標を示した国際化に関する取り組み状況について毎年調べており、今回が 11回目の報

告書となる。 

 

 外国人留学生４年前と同水準 

調査結果によると 2023 年 11 月 1 日時点の国立大学の大学院、学部の外国人留学生数は

計 47,150 人で全大学院・学部生の 7.9％に相当する。「2020 年までに 10％」という目標に

は目標年から３年過ぎても届いていない。2012年５月 1日時点（3万 5,030人、5.8％）以

降の変化を見ると、毎年 11月に増えて５月に減るという小変化を繰り返しながらも徐々に

増え続ける傾向が 2019年 11月 1日時点（4万 8,482人、8.0％）まで７年余り続いていた。

しかし、その後の３年間、新型コロナの影響とみられる低下傾向に変わる。結局、2023 年

11 月 1 日時点の最新調査結果は、1 年前に再び上昇に転じた 2022 年 11 月 1 日時点（4 万

7,430人、8.0％）とほぼ同じ数値を維持したものの、目標値には達していない。 

 

 

 



 

（国立大学協会「『国立大学における教育の国際化の更なる推進について』 第 11 回フォ

ローアップ調査結果」から） 

 

 海外留学も新型コロナ影響大 

 一方、新型コロナの影響をもろに受けたのが日本人学生の海外留学数。日本人に限った

統計を取り始めた 2013年 5月 1日時点（1万 7,103人、3.0％）以後、大学院、学部いずれ

も数、比率ともに着実に増え続け、2017 年 5 月 1 日時点で 2 万 9,461 人、5.2％と「2020

年までに日本人海外留学生比率を 5.0％」という目標を達成した。目標値を超す時期が 2019

年 5 月 1 日までの３年続いたが、翌 2020年 5月 1日にはわずか 168人、比率 0.0％、続く

2021 年 5 月 1 日も 2,352 人、比率 0.4％と深刻な状況に陥る。2022 年 5 月 1 日時点でも 1

万 6,467人、比率 3.0％までしか回復せず、９年前とほぼ同じ数値に戻ってしまっている。 

 

 

 



 

（国立大学協会「『国立大学における教育の国際化の更なる推進について』 第 11 回フォ

ローアップ調査結果」から） 

 

 外国人教員比率も未達成 

 海外の教育誌や高等教育機関が毎年公表している世界大学ランキングでは、外国人留学

生比率とともに外国人教員比率が、大学の国際性を評価する重要な指標とされている。外

国人教員数・比率は新型コロナの影響をほとんど受けなかったとみられ、調査開始以来、

年々、着実に増え続けてきた。兼任を除く外国人教員数・比率は 2012 年 5 月 1 日の 1,997

人、3.2％から 2023年 5月 1日に 3,678人、5.8％まで増えた。目標は「2020年までに比率

を倍増」だから目標値は 2012 年の 3.2％の倍の 6.4％。これまでの増加傾向が続くとして

も目標値に届くのはあと２～３年かかりそうだ。 

 

 



 

（国立大学協会「『国立大学における教育の国際化の更なる推進について』 第 11 回フォ

ローアップ調査結果」から） 

 

国際的にも見劣る取り組み 

国際化は日本政府の重要課題となっている。海外からの留学生受け入れについては大学

より政府の取り組みの方が早い。大学・短期大学・高等専門学校・専修学校（専門課程）・

日本語教育機関に在籍する外国人留学生数を 2020 年までに 30 万人にするという「留学生

３０万人計画」を文部科学、外務、法務、厚生労働、経済産業、国土交通の６省が策定し

たのが 2008年。これら関係省庁会議が 2021年３年に公表した「『留学生３０万人計画』骨

子検証結果報告」は、目標年より１年早い 2019 年５月時点で 31 万人に達したことを明ら

かにし、「高等教育機関で外国人留学生と日本人学生が共に学ぶ環境の充実が図られ、高等

教育の国際化も進展している」と評価している。  

 

この報告書には、学部、大学院を合わせた外国人留学生数が 2008年の 9万 3,186人から

2019年に 14万 2,691人に増えたという数字が示されている。一方、日本学生支援機構が昨

年３月に公表した「2022年度外国人留学生在籍状況調査結果」によると 2022年５月 1日時

点で学部・大学院の外国人留学生数は 12 万 5,169 人。昨年 12 月に文部科学省が公表した

学校基本統計によると、2023年 5月 1日時点の国立大学学部・大学院生の総数は約 60万人

で、公立、私立を加えた日本全体の大学学部・大学院生数は約 295 万人。日本全体の大学

学部・大学院外国人留学生比率は４％強ということになるので、国立大学がより多くの外

国人留学生を受け入れる役割を果たしているのは間違いない。 

 

しかし、国際的にみると主要国立大学の外国人留学生比率は、海外主要大学に比べると

まだまだ見劣りするというのが現実。大学の国際性は、英国の教育誌「タイムズ・ハイヤ

ー・エデュケーション」、同じ英国の高等教育評価機関「クアクアレリ・シモンズ（QS：

Quacquarelli Symonds）が毎年公表している世界大学ランキングでも主要な評価対象とな

っている。いずれも外国人留学生比率が国際性を評価する指標の一つとされている。 



 

昨年９月に公表された「タイムズ・ハイヤー・エデュケーション」の「世界大学ランキ

ング 2024」では、外国人留学生比率は 1位の英オックスフォード大学の 42％をはじめ上位

10位内に並ぶ英国と米国の大学すべてで 20％以上となっている。一方、上位 200位内に日

本の５大学（いずれも国立大学）が入っているものの、外国人留学生比率は上位 10位の英

米大学に比べると見劣りは明らか。29位の東京大学 15％、55位の京都大学 11％、130位の

東北大学 12％、175位の大阪大学 10％、191位の東京工業大学が 17％と、すべて 20％を下

回っている。 

日文 小岩井忠道（科学記者） 
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